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オアバカ地方経済の中の ミへ社会素描(メ キシコ)

黒 田 悦 子*

Economic Specialization, Markets and  Merchants  : 

The Mixe Sector of the Oaxaca Market Economy

Etsuko KURODA

   This paper attempts to locate the Mixe economy within the 

overall Oaxaca. market economy. The first part locates the sierra 

Mixe market system within the total  .Oaxaca market networks, the 

Mixe system being compared with the region model of Chiapas. 

Mixe dependence on the Mitla and  Yalalag Zapotecs is the con-

sequence of the developed economic specialization in the Zapotec 

villages, and the monopolistic activities of the Zapotec merchants 

in the Mixe markets who are in turn controlled by the Oaxaca 

city merchants. Thus in the second part of the paper the under-

developed economic specialization in Mixe villages is constrasted 

with the rich specialization in Mitla and Yalalag. In the third 

part the various types of Mixe merchants and their activities are 

presented in terms of their cooperative and competitive relationships 
with the Mitla and Oaxaca merchants, and in the fourth part 

non-economic factors and elements in the Mixe markets are noted 

for attention in the future study of the markets.
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は じ め に

　 　 　 　 　 　 　　　　　

　共同研究 「職業の発生と分化」の一端を担 う研究ノー トとして当稿を書いているが,

私が扱うミへ社会では若干の職業の分化がみられるとしても,生 業の分化の方が明確
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いち
にみうけられる事実なので,生 業が優先する社会において市を媒介として商人の存在

が分化している様を伝えたいと思う。

　第1章 はミへ社会を広 くオアバカ地域社会の一部として把握する試みである。 ミへ

社会を完結 した経済統一体と考えることは不可能であり,オ アバカ州全体の市場網の

一部として把えねばならない。さて,オ アバカ州の地域社会を考察するにあたっては

チャパス州のモデルとの比較から出発するのが得策と思われる。チャパス州のラディ

ノ(=メ スティーソ)の 町サン・クリス トバル ・ラス ・カサス(以 下 デス ・カサスと

略す)と それを中心にして太陽系のように存在するインディオ村落共同体の両者をセ

ットにしてとらえた 「地域 モデ ル」(region　model)は1950年 代にAguirre　 Beltran

[1954]に よって提唱され,以 降INI(国 立インディオ研究所)に よるインデ ィオ対

策立案のモデルとして使われてきた。この一般に普及 したモデルとの比較においてオ

ァバカ州を考え,そ の中にミへ社会を位置づけることはメキシコ全体の中での両者の

位置を明らかにすることになるだろう。

　 第2章 ではミへ社会の生業の分化を周辺のサポテカの村 々の生業との関連において

把えたい。サポテカの村,特 に平地サポテカのミトラと山地サポテカのヤララグは経

済上 ミへ社会を支配しており,ミ への村にみられる生業の分化はサポテカの村の生業

とのかねあいで存在しているか らである。

　 第3章 はミへ社会にみられる商人の分化を ミトラとオアバカ市の商人の活動との関

連で把えようとする試みである。 ミへ社会,サ ポテカ社会,オ アバカ市へと視点を移

す時,三 つの社会の生業と職業の発達に明白な差があり,そ こで市が発達 し,商 人が

活躍す る理由がでて くる。 ミへの商人の分化は特にサポテカ商人の活動を前提にして

こそ,そ の実態がとらえられる。

　 第4章 では職業に伴なう個性 と特徴を考える一助とするために市で動 く商人の特徴

や市でみ られる経済外的要因や要素を素描してみた。
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1.オ アバカ州の市場網の一部 としての ミへ社会

　　　　　　 チ ャパス州 との比較 において

　 オ ア バ カ州 で ミへ社 会 が 経済 上 おか れ て い る位 置 を 明確 にす るた め の前 作業 と して,

チ ャパ ス 州 の モデ ル を検 討 した い。 この モデ ル と照 し合 せ る こと に よ り,オ ア バ カ 州

お よび ミへ の 位 置 が よ り明瞭 に浮 び上 って くるか らで あ る。

　 1950年 代 に チ ャパ ス州 にINIの 出張 所 を設 立 す る にあ た ってAguirre　 Beltranが

立 案 した チ ャパ ス州 を理 解 す るた め の モ デル は二 つ の 文 化(イ ンデ ィオ と メ ステ ィ ー

ソ)を つ な ぐ地 域 概 念 を 強調 した もの で あ った(region　 inter-cultural)。 こ の モデ ル は

Alfonso　 Casoの 閉鎖 的 な コ ミュニ テ ィ(comunidad)の モ デ ル の 欠 点 を カ ヴ ァーす べ

く提 出 され た もの で,イ ンデ ィオ社 会 を 閉 鎖 的 コ ミ ュニテ ィと して 把 握 せ ず,地 域 社

会 全 体 と の連 関 で 理 解 しよ う直 す る試 み で あ った。 具 体 的 に は,ラ ス ・カ サ ス を経 済

の 中 心 と して メ トロ ポ リ(metropoli)と な づ け,そ の周 辺 に位 置 しメ トロポ リに 依存

す る イ ンデ ィオ社 会 全 体(ツ ェル タル ・ツ ォ ツ ィル の村 落 共 同体)を 含 め て一 つ の地

域(region)と して把 握 しよ う とす る もの で あ った 。 つ ま り,支 配 者 と して の ラデ ィノ

の 住 む一 つ の メ トロ ポ リと背 後 の数 々の イ ンデ ィオ村 落 共 同体 が 一 つ の地 域 単 位 に な

る。

　 さて,こ の地 域 モデ ル は応 用 人 類 学者 の書 き物 に度 々現 れ な が ら,そ の実 像 はか な

らず し も明 らかで は なか った 。 そ こで,Sivertsの 資 料 に依拠 しな が ら以 下,こ の モ

デ ル の 実 態 を みて み よ う。

　 図1か ら明 らか な よ うに,シ ナ カ ン タ ン,チ ャム ラ,オ シ ュチ ュ ク,ア マテ ナ ンゴ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　いち

と い った 代 表 的 イ ンデ ィオ村 落 の 産 物 は一 応 ラス ・カサ ス に持 ち こ まれ,こ の 市 を媒

介 と して,再 び他 の イ ンデ ィオ村 落 に分 散 され る。 もち ろ ん,物 資 の一 部 は ラス ・カ

サ ス の ラデ ィノの 需 要 に 供 せ られ る。 祭 具 と道 具 類 は ラス ・カ サ スの 独 占的 品 目で あ

り,ラ ス ・カ サ スか ら一方 的 に イ ンデ ィオ 村 落 に 流 れ て い く。 ラ ス ・カサ ス を媒 介 と

しな い イ ンデ ィオ村 落 間 の 産物 の流 れ(テ ネ パパ か らチ ャム ラに入 る オ レ ン ジ,イ シ

sタ パ か ら シナ カ ンタ ンに入 る塩)は あ るが,規 模 か らみ て大 き な流 れで はな い。

　 さて,そ れ で は ラ ス ・カサ ス はい か な る意 味 で メ トロポ リた り うる のか 。 表1に 明

らか な よ うに,ラ ス ・カサ ス は11の バ リオ に分 れ,バ リオ 別 分業 が み られ,大 半 が イ

ンデ ィオ村 落 に な い職 業 の専 門 分 化 を示 して い る。 この 専 門 職 種 は ラス ・カサ ス の ラ

デ ィノ と周 辺 の イ ンデ ィオ人 口 の需 要 を み た して い る。 つ ま り,イ ンデ ィオ社 会 に は
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図1　 ラス ・カ サ スを 中心 とす る産物 と商 品 の流 れ

　 　 　 ([SwERTs　 1969a:107]の 図 よ り)

表1　 ラス ・カ サ ス市 の バ リオ別 分業([SIVERTS　 l　969b:4章]よ り)

バ リオ名

　 　 サ ンタ 。ル シア

　 　 ア ル モ ロ ンガ

　 　 クス テ ィ タ リ

　 　 セ リー ヨ

　 　 ラ ・メル セ ド

　 　 サ ン ・ラモ ン

　 　 メ ヒカ ー ノス

　 　 サ ン ・デ ィェ ゴ

　 　 サ ン ・フェ リペ

サ ン タ ・グ ァダ ル ーペ

サ ン ・ア ン トニ オ ・イ ・

トラ ス カ ラ

職 業の分化

　 　花火職人

　 　肉屋,家 畜商人

　 　豚の買いつ け,屠 殺,販 売(内 婚率が高い)

　 　鍛治屋,金 具職人,楽 師,パ ン屋,靴 屋

　 　小規模の商人,機 械工

　 　陶工(ガ ラスの上塗 りを行な う)

　 　織工,洗 濯屋,染 物屋

　 　馬子(ラ バをひ く),粉 ひき屋(ト ウモロコシ)

　 　炭焼 き,薪 売 り,石 灰売 り,洗 濯屋(イ ンデ ィオ人

　 　 口が多い)

　 　商人,大 工,帽 子屋,革 なめ し職入,革 職人,仕 立

　 　屋,ブ リキ職人,ロ ーソク屋,祭 具製作(カ ーニバ

　 　ルの衣裳,役 職用の杖の銀細工,帽 子),居 酒屋

　 　小規模の商人,行 商人,石 工,花 火職人

未だ発生 ・伝播していない専門職種を独占することによって,ラ ス ・カサスは地域社

会の中心的な位置を維持しているのである。

　さて,上 述のような地域モデルを念頭においてオアバカ州を眺めると,ど のような

事実がでて くるだろうか。
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地 図1　 オ アバ カ州 の 市場 網 ブ ロ ッ ク([GOOK　 2.riCI　DI$KIN　 1976:Map　 A-1]を 修正)

　 　 　 　 矢 印 は山 地 ミへ ・ブ ロ ックの 市 の流 れ を しめす 。

　10万都市のオアバカ市を州都とす るオアバカ州は単一の地域モデルで把えるには広

大すぎるので,複 数の市場網のブロック(地 域に該当するとは限 らない)に 分けて考
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いち

え るの が よ い1)。Bealsを 中 心 とす るUCLAの 研 究 者 に よ る オ アバ カ州 の市 の研 究

に よ る と[CooK　 and　 DIsKIN　 l　976],4つ の市 場 網 の ブ ロ ック が あ げ られ る(地 図

1参 照)。 まず,1)平 野部 の市 場 経 済 に慣 れ た農 民 の市 の ブ ロ ックが あ り,比 較 的 大

き な町 の市 と村 々の市 に よ って 構 成 され て い る。 後 に のべ る ミへ と 関係 の深 いサ ポテ

カの ミ トラ は村 レベ ル の市 と して 分 類 されて い る。 この 平 野 部 の市 の ブ ロ ック に加 え

て,2)山 地 サ ポテ カ(後 述 の ヤ ラ ラ グが これ に入 る),3)山 地 ミへ(ア ユ トラ,ト ラ

ウ ィが 入 る),4)テ ワ ンテ ペ ック地 峡 部,の4つ の市 場 ブ ロ ックが あ げ られ る[BEALS

l976:32-34]2》 。 そ して,こ れ ら4つ の市 場 網 の ブ ロ ックが 相互 に 関連 を 持 ち なが ら

動 いて い る。 動 きの 主 な 流 れ を み る と,1)平 野 部 の 市 が 中核 に あ り,2),3)の よ う な

本 来 は イ ンデ ィ オの 市 も平 野部 の農 民 の市 を 媒介 に して オ アバ カ市 に 結 び つ き,4)テ

1)UCLAの 研究老はsystemと い う表現を取 ってい るが,理 論的に構築 された概念 とな ってい

るわけではないので,地 域的まとま りを意味するもの として,よ り単純 にブロックと私はよん

でみた。

2)Beals自 身,充 分納得のい く理由に欠 けると承知 しなが ら高地 ミシュテカの 市場網 の ブロッ

クをオアバ カ州の市場網か ら除外 してい るCBEAI.S1975:43]。 しか し,Marroqulnの トラシ

アコの研究[1957],Warnerの ノチ シュ トランの研究[1976]に よると,ミ シ3テ カ高地の市が

オアバカ州 の市 と直接 ・間接につ なが っていることが明 らかである。また,Ederの 研究[1976]

によ ると,テ ワンテペ ック地峡部の市および商人の活動が ミシュテカ高地 に及んでいることも

明 らかである。 これ らの事実を考慮す ると,ミ シュテカ高地の市の ブロックをオアハ カの市場

網の一つ として数えないのは納得がいかない。おそ らく,ミ シ3テ カ高地 を支配するテワカン

市が プエブラ州の市場網で あるための選択ではないか,と 私は判 断 している。
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ワ ンテ ペ ックの市 は チ ャパ ス 州 と関 連 しな が らも活 動 の主 力 を オ アバ カ市 にむ け て い

る。

　以 上4つ の市 場網 の ブ ロ ック の 内,チ ャパ ス州 の モデ ル,つ ま り地 域(region)モ デ

ル が割 合 的 確 に 当 て はま る の は3)山 地 ミへ の み で あ る3)。1)平 野 部 の市 で は市 場

経 済 に慣 れた 農 民 間,も し くは農 民 と オ アバ カ市 そ の他 の 商人 と の間 の 階 層 間 の取 引

が あ る[CooK　 and　 DIsKIN　 1976:22]。2)山 地 サ ポテ カ の場 合 は この市 を 支配 す る

メ トロポ リが 同 民 族 の 山地 サ ポ テ カか トラコル ー ラ,ミ トラの よ うな平 地 サ ポテ カ の

村 で あ るか ら,支 配 一従属 の 関係 が なだ らか で,二 者 の 関係 は異 文 化 間 の 支 配一従 属 関

係 を 示 す チ ャパ ス の モデ ル と は大 幅 に異 な る。4)テ ワ ンテ ペ ック地 峡 部 の市 場網 は主

と して 地 峡 部 の メス テ ィー ソ と,オ ア バ カ市,ミ シ ュテ カ高 地(プ エ ブ ラ州 につ なが

る),チ ャパ ス州 の メ ステ ィ ー ソ商人 との間 の 取 引 の た め にあ る。 た だ特 記 す べ き こ

と と して,テ ワ ンテ ペ ッ クの女 行 商 人 が チ ョン タル と ウア ベ(族)よ り海 産物 を 買 い

取 る時 に は メス テ ィ ー ソ とイ ンデ ィ オ間 の 支配 一従 属 関係 が 露 出 す る[EDER　 1976:

68;CHINAs　 l976:174-176]。 た だ し,両 者 間 の取 引 の量 は規 模 が 小 さい 。

　 本 稿 で 扱 う ミへの 場 合,ミ へ の市 が異 民 族 のサ ポテ カ の市 に支 配 され る とい う点 で

地 域 モデ ル が 当 て は ま る と はい え,メ トロポ リに 当 る も のが サ ポテ カ の村 ミ トラで あ

る ことが 特 色 で あ る。 市 場 経 済 に慣 れ,メ ステ ィ ー ソ に近 いが4),イ ンデ ィオ的 特 性

を未 だ に そな え た ミ トラが メ トロ ポ リで あ る点 は ラデ ィ ノの 町 ラス ・カ サ スを メ トロ

ポ リとす る チ ャパ ス ・モ デ ル と大 い に異 な る。

　 2)山 地 ミへ の市 場網 を素 描 す る と,中 部 ミへ と高 地 ミへ5)の 村 々の市 は各 々地 方 の

中 心 と な る比 較 的大 きな市 を 中間 項 と して,最 終 的 に は高 地 ミへ のア ユ トラの市 に結

ば れ て い く。 同 時 に,中 部 ミへ と高 地 ミへ で も山地 サ ポ テ カ に近 い村 の市 はヤ ラ ラグ

の 市 と も関係 が深 い。 トラ ウ ィは そ の例 で あ る。 しか し,そ の 関係 は アユ トラ との 関

係 よ り も薄 く,近 年 道路 の開 通 と 相 ま って,ア ユ トラ の市 の 重 要 性 はま す ます 高 ま

って い る。 そ して,ア ユ トラの市 は ミ トラの市 に 支配 さ れ,さ らに ミ トラの市 自体 が オ

アバ カ市 の市 に 支配 され る わ けで,ミ へ か らみ れ ば 二 重 の 支 配一従 属 の 輪 とな る(地 図

1の 矢 印 を 参 照)。 この こ とは第2章 と第3章 の記 述 と分 析 で 明 瞭 と な る はず で あ る。

3)ミ シsテ カ高 地 を オ アバ カの 市場 網 の 一 つ と して 数 え る場 合 は これ に も地 域 モデ ル が 当 て は

まる。

4)サ ポ テ カや ミシュ テカ の一 部,特 に テ ワ ンテペ ックの サ ポ テ カ はイ ンデ ィオ と呼 ばれ るの を

好 まず,地 域 名 で区 別 しよ う とす る(例 え ば,テ ワナ は テ ワ ン テペ ックの女 の意 味)傾 向 の あ

る こ とを既 に1940年 代 にdelaFuente[1947]が 指 摘 して い る。

5)「 山 地 ミへ」 の 「山 地 」 はSierraの 訳 で あ り,CookとDiskinの 地 図1[1976]か ら明 ら

か な よ う に,高 地 ミへ と中部 ミへの 村 々を 含 む 。
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2.　 ミへ社会の生 業 と職業の分化

　　　　　　　サ ポテカとの関係 において

　ミへ社会の生業と職業の分化の実態を トラウィとアユ トラの例か らみてみよう。 ト

ラウィは周辺市場村であり,ア ユ トラはミへ最大の市場村である。当然なが ら,ト ラ

ウィはアユ トラの市の勢力圏に入っている。

　表2-1)は トラウィの生業と職業の分化をしめしている。 農業が主な経済活動では

あるが,双 系の同居家族による耕作を上まわる規模に至ることはなく,ま た,農 地の

所有が特定の家族に集中することもない。結果として,農 業活動が村内での経済格差

を生む要因とはなっていない。そして,農 業外の経済活動が色々,農 業と合せておこ

なわれている。専業で特殊知識や技術を要するものを職業とすれば,小 中学校と幼稚

表2-1)高 地 ミへ の村(ト ラウ ィ)の 生 業,職 業,賃 労

+A一 アユ トラで加わ るもの
一A一 アユ トラにな いもの

　　　他は トラウィを中心 に して列挙 してある　　　
下線を引いた ものについて は第3章 で のべ る

生業 農 業

家　畜

鳥 類

農業外の活動

　　 　トウモロコシ

　　 フ リポル

　　 カボチ ャ

　　 大豆

　　 ジヤガイモ

m　 グ リー ン ・ピース

　　 唐辛子

　　 桃

　　 野草

　　 竜舌蘭(プ ル ケ,メ ス

　　 　 カル,イ シュ トレ用)
-A　 砂糖 キビ(低 地のみ)

　　 牛

　　 ラバ

　　 ロノく

　　 山羊

　　 豚

　　 うさぎ

　　 七面鳥

　　 鶏

　　 鳩

　　 炭焼き

　　 肉屋

職業

賃労

　 　 パ ン屋

　 　 花火職人

　 　 ア ドベつ くり

　 　 石工,大 工
一A　 イ シzト レ製品販売

　 　 プルケつ くり

m　 ポンチ ョつ くり

　 　 衣裳つ くり
一A　 陶器つ くり

　 　 ローソクつ くり

　 　 小 レス トラン経営

+A粉 ひき屋(ト ウモ ロコ

　 　　 シ)

　 　 かつぎ屋

　 　 亟

　 　 小学校,幼 稚園の先生

　 　 INIの プロモ トール

　 　 道路工事

　 　 中部,低 地 ミへの村の

　 　　 コー ヒーの取入れ

　 　 チ ャパス,ソ ノラ,シ

　 　　 ナロァ州への農業労

　 　　 働者
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園 の先 生 とINIの プ ロモ トー ル(イ ンデ ィオ で ス ペ イ ン語 が で き,村 の発 展政 策 に

参 与 す る青 年 達)だ けが 職 業 ら しき もの で あ る。 メキ シ コ国 家 の イ ンデ ィオ 対 策 の 進
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　いち
展 に と もな い,上 の2種 の 職 業 は村 々に青 年 の エ リー ト集 団 を つ く りつ つ あ る。市 で

活 躍 す る商 人 の種 類 につ いて は第3章 で 別 に考 え た い。

　 さて,表2-1)は ア ユ トラで は どの よ うな修 正 を う け るだ ろ うか 。 農 業 で は グ リー

ン ・ピース は トラ ウ ィの特 産 物 で あ り,ア ユ トラで はつ く られ な い。砂 糖 キ ビ もアユ

トラで はつ くられ な い。 逆 に,肉 屋 はア ユ トラで は トラ ウ ィ より大 規 模 と な り,専 業

に近 い。 同村 に く る中部 ミへ と高 地 ミへ の 総 て の ム ニ シ ピオが 買手 と な るか らで あ る。

なお,ア ユ トラは1930年 代 に衛 生 的 屠 殺技 術 を習 得 して 以 来,洞 村 の 肉 は ミへ の 間 で

人 気 をえ た の で あ った 。 トラ ウ ィにあ って ア ユ トラに は な い農 業 外経 済 活 動 と して は

イ シ ュ トレ(竜 舌 蘭 か ら と った繊 維)製 品 販 売,ポ ンチ ョ作 り,土 器作 りで あ る。 逆

に,ア ユ トラで は電 動 の製 粉 機 を持 つ 粉 ひ きが加 わ る。 トラウ ィ とア ユ トラの村 の 規

模 の差 はみ た 目 に は大 き い が,分 業 面 で は余 り大 き くな い ことが わ か る。

　 さ て,周 辺市 場村 の トラ ウ ィを平 均 的 ミへ の村 と考 え た場 合(事 実 そ うな ので あ る

が),そ の生業レベルから予想 される

以上の物資や品物が実 際に は村 にあ

る。これがどうして可能になるかとい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　いち

う と,一 つ に は第3章 で のべ る市 で の

売 買 に よ る もの で あ る し,二 つ に は,

ミへ を 支 配 して い る ヤ ラ ラ グや ミ トラ

に あ る豊 か な生 業 内容 の おか げ なの で

あ る。

　 表2-2)に ヤ ララ グ に あ る生 業 の 内

ミへ にな い もの の み を記 して み た。 資

料 は1940年 代 の もの で あ る。 表2-3)

に は ミ トラ にあ る生 業 の 内 ミへ に な い

もの を 記 して み た 。 資料 は1930年 代 と

1960年 代 の もの に よ る。

　 以 上,ミ へ,ヤ ラ ラグ,ミ トラ につ

いて の時 間 的 落 差 の あ る資 料 か ら正 確

な推 測 はで きな いと して も次 の事 実 は

明 らかで あ る。 つ ま り,ミ へ の村 とサ

表2-2)山 地サポテカの村ヤ ララグの生業

高地 ミへにないもののみ列挙
下線 を引いた もの について は
第3章 にてのべ る

1940年 代(de　 la　Fuente　1949:VII-IX章)

サ ンダル製造

帽子屋

布屋

織工

石けんつ くり

ローソク屋

紙 タバ コつ くり

家具つ くり

鉄関係 の職人

真鋳細工師

花火職人

祭具の店

楽師,ダ ンス教師

床屋(ミ への客が多い)

バ ネラつ くり

ソーダ ・ポ ツプ屋

パ ン屋

メスカル,テ パ ッチ ェ売 り(ミへの客が多い)

行適 △

女行商人
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表2-3)平 地サポテカの村 ミトラの生業 と職業

十e高 地 ミへにない もの

○=専 門化 したもの,往 々に して外部 か らの婚入者 の手 になるもの

1929-33年([PARSONSI936:2章]に よ る)

+木 彫,木 製 品 の製 作

(チ ョコ レー ト棒,聖 人 像,絵)

+粉 ひ き

㊥パ ン屋(マ ル ケ ソー テ のパ ン,ビ スケ ッ ト)

+レ ス トラ ン(ミ へ用)

+居 酒 屋

十 カ カオ,チ ョコ レー トひ き

+床 屋

1968年(Ramirezの 調 査資 料[BEALS　 l　975:

　　 　　245-260,ApPendix　 36]に よ る)

十ベル ト織工(ス カー トは トラコルー ラでつ くる)十 ショール編み

+織 物(テ ィオテ ィワカンより学ぷ)一 村 の総家族の半数が関わってい る

㊥仕立屋(サ ンダルもつ くる)増 加

㊥なめ し屋(サ チー ラ出身)

○大工

○石工

+ハ チ蜜取 り

+メ スカル作 り(女)　 　　 　　　 　　　　 　　　 　　 メスカル製造

+ア ル ファル ファ作 り

+イ シュ トレの ロープ作 り

+ロ ーソク作 り(5～6人 専業,内1人 はマヨル ドー

　　　　　　 　 モ専用の ロー ソク作 り)

㊥鍛治屋

+靴 屋,サ ンダル作 り

+醸 造専門家

㊥花火職人(ミ アウ トラン出身?)

+造 花作 り

+獣 医

+行 商人(成 人男子371人 中140人)

+金 銀細工師

+土 偶製作

+風 呂屋

各種の商人

　 (本稿第3章 にてのべ る)

ポテカの村には生業の差が大 きく,ミ への生業の乏 しさはサポテカの生業の豊かさに

よっておぎなわれており,逆 に,サ ポテカの村の豊かさが ミへの村の乏 しさを永続化

してきたともいえる。

　この豊かさと乏 しさの間を往来して成立するのが商人という職業であり,ミ への市

に存在す る商人の分化,な らびにミへの商人と協力 ・競争関係に立つ ミトラ,オ アバ

カの市で活躍する各種商人のタイプを次章で紹介したい。
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　 　 　 　 　　 　いち　　　　　　　　　　　 いち

3.　 ミへ の 市,サ ポ テ カ の 市,
　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 いち

　　　　　　　　　　オアバ カ市の市 にみ る商人の分 化

　 1)　 ミへ の 市 と 商 人

　(1)周 辺 市 場村 トラ ウ ィの市 と商 人

　 この村 の市 の配 置 は図2の よ うで あ り,次 の よ うな タ イ プ の商 人 が 活 躍 して い る。

　① カセ テ ロ(casetero)は カ セ タ(caseta常 設 の 小 屋 状 の 店)を 持 ち,主 に ミ ト

ラや オア バ カか ら きた商 品 を売 り,逆 に,中 部 ミへ の諸 村 か ら くる換 金 作 物 で あ るア

ボ ガ ドと コ ー ヒ ー豆 を 仲 買 い して ミ トラの 商 人 に渡 す 。商 人 と して の資 本 も大 き く,

経済 エ リー トに な り う る。 小 型 トラ ッ クを買 う位 の 余 力 もあ る。

　② プ エ ステ ロ(puestero)は 台 の 上 に 板 を 置 い て,そ の上 に商 品 を お く(poner)人

が 多 い ので この 名 が あ る。 カセ テ ロよ り小 規 模 の露 天 商 で,市 の 日や祭 日 に 店を ひ ら

く。 中 に,カ セテ ロ に移 行 で き る余 力 を た くわ え る者 が い る。

　 ③ プ ロ ピオ(propio)は 自前 の生 産 物(農 作 物,工 芸 品,調 理 した食 物)を 売 って

い る入 の こと で,村 人 や近 村 の人 が 誰 で もなれ る。 商 人 以 前 の 存 在 で あ る。

　 ④ ビア ヘ ロ(viajero)は 行 商 人 で,隣 村 の タ マ ス ラバ ム出 身 で 何 で も屋 の 役割 を果

す ビア ヘ ロと チ チ カ ステ ペ ック村 とテ パ ン トラ リ村 の メス カ ル 売 りの ビア ヘ ロが トラ

ウ ィに現 わ れ る。

　 なお,つ け足 しに な るが,① カ セテ ロ と② プ エ ス テ ロ,特 に① のた め に,か つ ぎ屋

図2　 トラウィの市の概念図(1974年3月 以降)
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に な る者(cargador)が 若 干 い るが,専 業 で は な い。

　 (2)中 央市 場村 ア ユ トラの市 と商 人

　 アユ トラの市 は トラ ウ ィに く らべ て大 き く,図3の よ うで あ る。 この市 に は ミへ諸

村,ミ トラ,オ ア バ カ平 野 部 の商 人 が参 加 し,商 人 の種 類 は次 の よ うに大 別 で き る。'

　 ミへ 側 と して は次 の商 人 の タ イプ が あ る。

　 ① カ セ テ ロ。 ア ユ トラの もの は トラ ウ ィよ り大 規 模 で,コ ー ヒ ーや ア ボカ ドの仲 買

い量 も大 き い。

　 ② プ エ ステ ロ。

　 ③ プ ロ ピオ。 高 地 ミへ と 中部 ミへの 多 くの村 か ら参加 者 が い る。

　 ④ カ ル ニ セ ロ(carnicero)。1930年 代 よ りア ユ トラに増 え,現 在 で は専 業 と して行

な う者 もい る。 アユ トラの市 場 で は重 要 な 商 人 で あ り,,古 くか らあ る屋 根 つ きの市 場

を 占め て い る。

　 つ いで,ア ユ トラで 活躍 す る ミへ以 外 の 商 人 に は 次 の よ うな タ イ プ があ る 。

　 ① コメ ル シ ア ンテ(comerciante)。 ミ トラの 大 型 商 人 で,こ れ が次 の カセ テ ロ と ど

E

図3　 アユ トラの市の概念図(1973-1974年)
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う重 複 す るか は不 明 で あ る。若 干 重 複 す る者 が あ る と推 測 され る。 ミへ地 域 で コ ー ヒ

ー と ア ボ カ ドを 買 い 占め る。 この商 人 の活 動 圏 は広 く,テ ワ ンテ ペ ック,チ ャパ ス,

オ アバ カ市,プ エブ ラ,メ キ シ コ市 に及 ぶ が[BEALs　 l　975:ApPendix　 39】,ミ へ地

域 で の活 動 が主 な 活 動 で あ る。

　 ② カセ テ ロ。 ミ トラの 商人 ばか りで あ る。 コ ー ヒー と ア ボ カ ドを 仲 買 い し,ミ トラ

か らは トウモ ロ コ シ,豆,野 菜 類,そ の 他 あ らゆ る商 品 を持 ち込 み,小 売 り と卸 し売

りの両 方 を 行 な う。少 量 なが ら,バ ナナ,オ レ ン ジ,山 羊,羊 を ミへ か ら買 い 取 り も

す る([.HEALS　 1975:Appendix　 38]と 私 の現 地 の見 聞 に よ る)。

　 ③ プ エス テ ロ。 ミ トラ に限 らず,オ ァ バ カ,シ エ ラ ・フ ァ レス,デ ィ アス ・オ ル ダ

ス,カ ホ ノ ス諸 村,ヤ ラ ラグ か ら参 加 して い る。 売 る商 品 と 品物 に専 門化 が み られ る。

　 ④ ビ アヘ ロ。 ア リエ ロ(馬 子)と も いわ れ る。 バ ス 開通 前 に大 活 躍 して いた ラバ を

使 った 隊 商 の な ご り。 ミ トラ か らの商 品 を ラバ に 乗せ て,ア ユ トラ に あ る駐屯 所 を発

ち,道 路 の 通 じて い な い 中部 ミへ と高 地 ミへ の村 々に商 品 を お ろ し,帰 路 に コ ー ヒー

や ア ボ カ ドを 持 って か え る。 以 前 は,2～3カ 月 の長 期 の旅 で あ った ら しい。 ビア ヘ

ロと コ メル シア ンテ,カ セ テ ロは相 互 に 関係 が あ るが,詳 細 に つ い て は未 調 査 で あ

る。

　 ⑤ ビア ヘ ラ(viajera)。 ミ トラの 女 行 商 人 の こ とで 数 は少 な い。 チ ー ズや ソ ーセ ー

ジを 持 ち こみ,逆 に,ミ へ か らは オ レ ンジ,桃,花 な ど を 買 い,ミ トラ方 面 に 持 ちか

え る。 中に はテ ワ ンテ ペ ック まで い く人 もい る。 バ ス に乗 って くる小 型 の行 商 人 で あ

る。

　 以 上,ア ユ トラの市 で 活動 す る ミへ以 外 の 商 人 を 紹介 して き たが,ミ トラの市 の商

人 もそ の種 類 に ちが い は な い ので,後 者 の場 合 の 商人 の 分化 につ いて は省 略 す る こ と

にす る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 いち

2)　 オアバカ市の市 と商人

　 ミ トラの 商 人 とオ ア バ カ市 の商 人 の 関 係 を しめ す 明確 な資 料 は な いが,オ ア バ カ市

の市 で 活 躍 す る商 人 の 種類 を検 討 す る こ とに よ って,そ の 関係 を若 干 推 測 す る こ とが

で き る。 同 市 に は3カ 所 の常 設 市 場 が あ り,活 動 す る売 り手 は2～3,000人,客 の数

は3万 人 の 規 模 で あ る[WATERBURY　 1968:84]。 な お,土 曜 日 に市 の 日が きま っ

て お り,平 野 部 の 市 の サ イ クル の一 つ に組 み こ まれ て い る。 同市 の市 場 を 調 査 し た

Waterburyに よ る と,6つ の タ イ プ の商 人 が い る[WATERBURY　 1968:45-53]。 規

模 の大 き な もの か ら記 す と次 の よ うで あ る。
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　 ① ア カ パ ラ ドー ル(acaparador)。 中～ 大 型 卸 し売 り業 で,コ ー ヒー,ア ボ カ ド,ピ

ー ナ ッッ
,ア ル フ ァル フ ァ(牛 の飼 料),ト ウ モ ロ コ シ,豆 を あ き な う[WATERBURY

l968:52-53]。 次 に のべ るマ ヨ リス タ とど ち らが規 模 が 大 き いか 明確 で は な い。

　 ② マ ヨ リス タ(mayorista)。 大 規 模 な卸 し売 り。 倉 庫 を 持 って い るので ボ デ ゲ ロ

(bodegero)と もよ ば れ る。 工 業 製 品,果 物 と野 菜 を専 ら扱 う。　Malinowskiとde　 la

Fuenteが この地 の市 を調 査 した 頃 は存 在 して お らず,第2次 世 界大 戦後 発 生 し た 。

出 身 を み る と,意 外 に もオ ア バ カ 出身 者 が 少 な く,プ エ ブ ラ州 出身 者 が 多 い。 遠 隔地

との取 引 の知 識 が 要 り,オ アバ カ の土 地 の 商 人 が 出 遅 れ た ら しい。 一 方,フ チ タ ン,

テ ワ ンテ ペ ック,ト ゥ ス トラの マ ヨ リス タに オ ア バ カ出 身 者 が多 く,プ エ ブ ラの 商 人

に 押 され た オ ァバ カ商 人 の進 出 と推 測 で き る。 マ ヨ リス タ は商 品 を次 に のべ る ロカ ト

リオ に売 る[WATERBURY　1968:5章]。

　 ③ ロカ ト リオ(locatorio)。 常 設 の市 場 に店 も し くは売 り場 を か まえ て い る小 売 り

業 者 。店 を か ま えて い る者 を カ セテ ロ,板 の 上 に品 物 を 並 べ て い るだ け の者 を プ エ ス

テ ロと い う。 市 場 の外 部 に プ エ ス ト(臨 時 の売 り場)を は る こ と もあ る[WATERBURY

I968:4章]。

　 ④ ア ン ブ ラ ンテ(ambulante)。 市 場 の中 を 移 動 しな が ら物 を売 る小 規 模 の商 人 。

品 物 を ぶ ら さげ た り,背 お った り して,歩 きな が ら客 を得 る[WATERBURY　 1968:

5Q-51]。 これ を 次 にの べ る二 つ の商 人 と ど ち らが 規 模 が 大 き いか は きめ が た い 。

　 ⑤ レガ トン(regaton)。 小 売 り と卸 し売 りを兼 ね た仲 買 い業 。市 か ら市 へ と移 動 し

て,土 地 に よ る値 段 の差 を利 用 す る[WATERBuRY　 I　968:i　 ]。 ミ トラの女 行 商

人 や 有 名 な テ ワ ンテ ペ ック の女 行 商 人 が この タ イ プ に入 る と考 え られ る。

　 ⑥ プ ロ ピオ(propio)。 近 隣 の 農村 か らきて 自家 製 の 農 作 物 や 品物 を極 く 小 規 模 に

売 って い る人 の こ と。 ミhラ か らの女 性 が 圧 倒 的 に 多 い[WATERBURY　 l　968:46-

48]o

　 上 にみ て きた ミ トラ とオ アバ カの 商 人 の 種 類 を 関連 づ けて 考 え る と次 の よ うな推 測

が成 り立 つ と思 わ れ る。 ミ トラの コ メル シァ ンテ は オ ア バ カ の マ ヨ リス タか ら買 った

物 を ミへ に売 り,ミ へ か ら買 い 占 めた 換 金 作物 の コ ー ヒー と ア ボ カ ドを オ ア バ カ の ア

カパ ラ ドール に売 る。 この ミ トラ の商 人 の役 割 に 対 して,ア ユ トラや トラ ウ ィの カ セ

テ ロが ど う挑 戦 し,そ の 役 割 を肩 替 りす る こ とが で き るか。 これ は将 来 の 観 察 を 待 っ

て は じめ て答 えが で る 問題 で あ る。
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4.市 場 の経済外的要素

　 3章 で商 人 の分 化 を 素 描 した が,主 に売 買 の 規 模 と形式 か ら考 えた にす ぎな い 。現

実 に は各 商人 は市 場 で 生 き生 き と活 躍 し,場 を ドラマ に した て る。 市 は生 き物 の よ う

に存 在 す る。市 の 様 子 を伝 え るの に 「死 ん だ よ うだ 」(muerte),「 活 気 が な い」(triste),

「まあ ま あ だ」(regular),「 活 況 を 呈 して い る」(vivo)と い った 表 現 が使 われ るが,

ま さに 人 々が市 を 生 き物 の よ うに と らえ て い る例 で あ る。市 は ま さ に商 人 と客 の お り

な す ドラマ の場 で あ り,こ の 面 の 観 察 が必 要 で あ る。 以下 に,私 の限 られ た 見 聞 を通

じて 注 目す べ き若 干 の点 を 挙 げ,将 来 の研 究 の覚 え書 き と した い 。

1)時

　市には日,月,年 のサイクルで活気に差のあることはいうまでもない。1日 の内の

変動は商人と客の出身地の距離と関係がある。例えば遠距離の参加者を持つアユ トラ
　 　 　 　 　 　 　 ひとけ
の市は早朝か ら人気が多いが,近 距離の客 しか持たない トラウィの市は開 くのがおそ

い。村に戻る時間を心配する必要がないか らである。月毎の変動には余 り法則性がな

い。年間の変動は明確にあり,市 場に来る人の村々の守護聖人の祭 り,ク リスマス,

新年前に活気があふれるが,最 高のにぎわいをみせるのは万霊節と復活祭の前の市で

ある。
　 　 　 　 　 　 いち

　人は何故,市 をおとずれるのか,特 に,売 買以外の目的でくるのはどんな場合かと

いう問題は今後もっと考えてよいことである。祭 りや ミサに出る途中,あ るいは旅の

中途で立ち寄る場合,徴 税係 りが普段みつけに くい村人を探 しにくる場合,そ して人

に会いにくるだけの場合もあるようである。

2)場

　常設のカセタはプラサをかこむ表道路に面している。そして,週 毎に立つ市 は教会

の前から広がる空間に設営される。その中心部分には比較的日常性の高い品物を売る

プエス トが並ぶ。アユ トラの市では肉屋が屋根つきの回廊に並ぶが,こ の事実からこ

の地域一帯の肉を供給するアユ トラの肉屋の勢力を読みとることができる。金額の大

きな商売でも新規のもの,例 えばオアバカやディアス ・オルダスからくる毛布商人や

オアバカの靴商人はプラサか ら遠い場所を与えられている。

　市の中心か ら離れて周縁にむかうにつれ,「 悪場所」がでて くる。 アユ トラでもト
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ラ ウ ィで もテ パ ッチ ェ売 りの女 性 や メス カ ル 売 り は市 の 端 の ス ロー プ に近 い場 所 が 与

え られ て い る。 この場 所 で は卑 狸 な言 葉 や野 次 が 横 行 して い る。de　la　Fuente[1949:

145]は ヤ ラ ラ グの市 の端 で み られ る 売 春 を 指 摘 して い る し,テ ワ ンテ ペ ックの女 行

商 人 を し らべ たChinas[1976:182]は チ ャパ ス の労 働 者 の キ ャ ンプ 近 くの市 で,女

行 商 人 自身 が売 春行 為 に よ り金 銭 を え て い る事 実 を暗 示 して い る。

3)　 商 人 の 「呼 び 声 」 と態度

　 種 々の商 人 の 内,呼 び 声 を あ げ る の は ミ トラや オ ァ バ カ平 野部 か らきた メス テ ィー

ソな い しメ ステ ィー ソ化 した商 人 で あ る。 特 に,デ ィア ス ・オ ル ダ スの 毛 布 売 りは マ

イ ク を使 って 長 い文 句 の呼 び 声 を あ げ る。 カセ テ ロ もプ エ ス テ ロ もメ ステ ィー ソの 呼

び 声 は短 い が,そ れ に表 情 が と もな う。 そ して,そ の 呼 び こみ方 は大 き な商 人 程 声 高

で,迫 力 が あ る0ま た,ミ へ に 対 す る優 越 を示 す 無 遠 慮 さ も覗 かせ る。

　 メス テ ィー ソ と は対 照 的 に ミへ の商 人 は ど の種 で あれ,殆 ど無言 で表 情 に乏 しい。

特 に,サ ポ テ カ を相 手 にす る時,ス ペ イ ン語 の 達 者 な 者 以 外 に は防衛 の姿 勢 が で て く

る。 しか し,目 は注 意 深 く相 手 を みつ め,口 程 に物 を い って い る。

　 イ ンデ ィオ の売 り手 が 沈 黙 の売 り手 で あ る こと は どの 民 族 誌 家 も記 録 して い る。 こ

の理 由を 考 え る時 に,「 沈 黙 交 易 」 に モデ ル を求 あ る と,若 干 理 解 が 進 む の で は な い

か,と 私 は考 えて い る。

　 栗 本 氏[1980:99-119]は,沈 黙 交 易 に言 及 して,こ の 「口を きか な い,接 触 忌 避

の交 易」 は 「沈 黙 が 要点 で な く」,「異 人(よ そ もの,制 外 者,ス トレ ンジ ャー,ア ウ

トサ イダ ー)」 との 接触 を さ けて 行 な う交 易 で あ った,と 結 論 して い る。 この 説 明 は

ミへ の商 人,特 にプ ロ ピオ の 態 度 に そ の ま ま 当て は ま る。 ミへ で もカ セテ ロの 一 部 の

商 人 はバ イ タ リテ ィが あ って,ミ トラの商 人 と も張 り合 え る。 しか し,プ ロ ピオ は殆

どス ペ イ ン語 を話 さず,異 民 族 サ ポ テ カ や メ ステ ィ ー ソ との 接触 を 明 らか に恐 れ て い

る。 言 語 の障 害 か ら も,異 民 族 忌 避 の心 理 か ら も,沈 黙 して市 に坐 って い る結 果 とな

る。 同 じプ ロ ピオ が ミへ同 志 に対 す る折 は親 しげ に な るが,そ の度合 も出身 村 の ちが

い に よ って 差 が で き る。 プ ロ ピオ で も ミ トラや オ ァバ カの 市 で 活 躍 す る者 は市 場 経 済

に慣 れ て お り,呼 び 声 と表情 に富 ん で い る。

4)買 い方,売 り方,だ ま し方

　 トウモ ロコ シ,豆,唐 辛 子,小 売 りの コ ー ヒー等,ど ん な単 位 で売 られ て い るか も

調査 を要 す る。 この 面 に つ い て詳 細 な報 告 が あ るの はde　 la　Fuenteの ヤ ラ ラグ の民
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族 誌 だ けで あ る ［ＤＥ　ＬＡ　ＦＵＥＮＴＥ　ｌ９４９： １３４－１３６］。

　 買 い手 は 手 や 指 を つ か って 品 物 を 長 時 間， 綿 密 に しち べ ， 売 り手 との 間 に値 引 きを

成 立 させ る。 強 制 的値 切 りと い って よい もの もあ る。 例 え ば， サ ポテ カ の世慣 れ た行

商 人 はオ レ ン ジ， 桃， 花 を売 る ミへの プ ロ ピオ に は数 を だ ま し， そ の上 ， 良 い品 だ け

を抜 き取 ろ う とす る。

　 売 り手 に も手 管 が あ る。 秤 に しか けを した り， 唐 辛 子 を 目方 で売 る折 は水 を ふ って

「水 増 し」 した り， 量 で売 る折 はか さを 大 き くみせ た り， 何 処 で も考 え そ う な手 管 を

使 う。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 商 人 が買 い手 に まわ る場合 ， そ のす ばや い判 断 力 は商 人 ‘ら しさ’を つ くって い く。

Ｃｈｉｎａｓはテ ワ ンテ ペ ッ クの女 行 商 人 が チ ョンタ ル や ウ アベ か ら海 産物 を 買 い取 る際 ，

秤 もつか わ ず ， す ば や く鮮 度 を み き わ め値 づ けす る様 を報 告 して い る。 ま た， 同 じ女

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いち

行商 人 が オ アバ カ市 で 海 産 物 を さ ば く時 ， 市 の終 りが近 づ くと， 機 敏 に 特売 して売 り

つ くす様 もみ ご とで あ る。 ま た， 値 切 る客 に対 して， テ ワ ンテ ペ ックの 女行 商 人 は独

得 の ス タイ ルで 腕 を 胸 に組 ん で ， ま る で相 手 を み て い な い様 な 目付 きで 客 を い な し，

世 に 有 名 な テ ワ ナ の ‘ら し さ’が で て くる ［ＣＨＩＮＡＳ　 １９７６：１７５－１７９，１８３］。

５） 商 人 を と り ま く人 び と

　市 の 喧曝 を ます もの に商 人 を と りま く人 び と の動 きが あ る。 ミ トラか ら くる トラ ッ

ク の助 手 は マ チ ェテ ロと よば れ ， そ の か け声 は ア 立 トラの市 に欠 かせ な い もの で あ る。

また ，荷 物 を は こぶ カ ル ガ ドー ル の姿 は ど こ に もみ え る。市 へ の参 加 費 を徴 収 す る村 役

人 はプ エ ス テ ロと プ ロ ピオ の間 を 歩 きま わ って い る。 プ エ ステ ロが村 役 場 に支 払 う税

金 の 査 定 に便 宜 を は か る こ と もあ る し， プ ロ ピオ の参 加 費 は売 り上 げ高 に よ るの が 建

前 だ が ， 徴 収額 の決 定 に も手 心 を 加 え る こ とが あ る。 人 間 関 係 が 物 を い うので あ る。

お わ り に

　以上， ミへ社会をオアバカ地域社会全体の中に位置づけて，生業と，職業の発生と

分化に焦点を当ててみた。しかし，生業の優先するこの社会では，‘職業’となりうる

のは学校の先生，ＩＮＩのプロモ トール以外には商人 しか存在 しない。 そこで， 色々

のタイプの商人像の中に商人の発生と分化の姿を若干探 ってみたつ もりである。

　商人の内で も比較的有力なカセテ ロやプエステロはミヘー般を代表するプロピオと

将来どのような関係に立っていくのだろうか。この問題はミへ社会内の階層分化の可
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能 性 と関 連 して い る。 一 方,ミ へ の カ セテ ロは ミ'トラや オ ア バ カ の商 人 に対 抗 で き る

のだ ろ うか 。 この 問題 は,ミ へ地 域 と メ トロ ポ リた る ミ トラ との 従 属 一支 配 の図 式 の

変 化 の可 能 性 と結 び つ いて い る。 当稿 で は,こ れ らの 問題 を指 摘 す る に と どめ,結 論

は将 来 の観 察 を 待 つ こ とに した い。

　 市 や 商 人 の 活 動 はUCLAの オア バ カ市 場 研究 プ ロ ジ ェク トで 扱 わ れ,メ キ シ コの
　 　 　 　 いち

他地方の市の研究に比較 して豊かな資料を提供 しながらも,Cook[1976]の 結論に代

表されるように,実 に形式主義的な研究が優先しすぎている。将来は,こ れらの資料

を基盤にとりなが ら,市 や商人の動きにみられる経済外的要素にまで目を向けること

が必要である。 ミへの商人,ミ トラのサポテカの商人,オ アバカ市の商人の差は商人

としての規模の差に加えて,民 族文化のちがいがある。つまり,ミ へ,サtテ カ,メ

スティーソの経済関係は広 く社会 ・文化関係の一部として把握されるべき現状にある。

文化間の関係を社会階層間の関係に還元できる部分 も大きいが,そ れでは説明できな

い部分の多さが目立つのが現状である。メキシコのインディオの経済状況を文化の問

題として把えるか,社 会階層の問題として把えるかについては近年メキシコの人類学

者と社会学者の間で議論が高まっており,こ の問題については別稿で扱いたい。
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